
１　指導のねらい
　　一次救命処置の知識及び技能を、社会の中で生きて働くものとして形成されるようにする。

【知識及び技能】

倒れている人を発見してから救急隊に引き継ぐまでの過程において思考・判断し、大きな声やオーバーアクションといった表現で助けを求めることを身に付けられるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
救命が必要な状況は、自分自身にも周囲の人にも起こり得るという両方の視点で学びに向かい、自他の命を大切にしようとする人間性を高めるようにする。　　　　　　　　　　　【学びに向かう力、人間性等】
２　学習指導要領との関連
保健体育　保健分野（３）傷害の防止
３　安全に関する視点
本取組においては、本校で実施している「五中レスキュー隊」、「部活動ファーストエイドリーダー」の生徒がリーダーシップを発揮している。体育的行事、宿泊的行事においては、レスキュー隊研修やファーストエイドリーダー研修で学んだことを基に、主体的に行動を起こすことができている。これらのことから、特別な研修を受けている生徒に学校、家庭、地域社会において他者や社会の安全に貢献しようとする意欲が身に付いていることが分かる。

本校の研究では、主体的に安全文化を構築しようとする強い意気込みや意欲、行動力をもつ生徒を育成することが主眼である。あわせて、将来、地域社会で安全文化を守り続ける人材の育成が、事件や事故を限りなく０（ゼロ）に近付けることにつながる。身近に起きた救命が必要な事例を知り、シミュレーションの活動を通して主体的・協働的に取り組み、積極的に安全を守り、安全文化を構築しようとする態度を育成することを特にねらう。また、本校オリジナル「救命が必要なときの役割分担カード」を活用し生徒の対応力を高める。
４　関連する教科等の内容

中学校　保健体育　保健分野　「傷害の防止」「健康と環境」
中学校　特別の教科　道徳　　Ｄ「生命の尊さ」
５　指導計画（４時間）
	時
	学習内容
	評価規準

	１
	「一次救命処置」について学ぶ
・一次救命処置の重要性
・一次救命処置の有効性
	・資料等を活用して一次救命処置の重要性や有効性について調べまとめることができる。
・一次救命処置の重要性や有効性について具体的事例を挙げながら説明できる。

	２
	保健委員による「五中レスキュー隊」講習
救命が必要な時の基本的な知識と本校オリジナル「救命が必要な時の役割分担カード」を活用の仕方を学ぶ。
	・救命が必要な場合について、周囲の安全を確認してから傷病者の意識確認、呼吸の確認と119番通報とAEDの依頼、心肺蘇生、救急隊へ引き継ぐまでの一連の流れを説明できる。

	３
【本時】
	「倒れている人を見たら」
シミュレーションの活動を通して対応力を身に付ける。
（講師：AED財団医師）
	・心臓振盪、食物アレルギーによるアナフィラキシーショックなど重篤な症状が発症した場合の一次救命処置を本校オリジナル「救命が必要なときの役割分担カード」を活用しながら行うことができる。

	４
	「学んだことや体験したことを伝えよう」
	・学習したことや体験したことを分かりやすくレポートにまとめ、発表することができる。


６　本時の展開
（１）ねらい
小学校保健における「けがや病気の予防」での学習を基礎とした見方・考え方を働かせながら、救命が必要な時の対応について、シミュレーションの活動を通して主体的・協働的に取り組み、積極的に安全を守り、安全文化を構築しようとする態度を養う。

（２）展開
	
	学習活動・学習内容
	支援・留意点　◎評価

	導
入
	○AEDの機能と使い方を理解する。
○AED財団の医師から救命の事例を聞く。（５分）
・救命が必要な時
・「救命が必要な時の役割分担カード」の確認
	・実物を提示しながら、校内および地域の設置場所について確認し、興味をもたせる。

・医師からは、生徒の身にも起こりうる身近な事例を紹介してもらう。

・「救命が必要な時の役割分担カード」を使いながら確認する。

	展
　　　開
	
○対応シミュレーション模範
・事前に指導してある、五中レスキュー隊生徒が模範を示す。
○グループでシミュレーションを行う。
・１グループ目のシミュレーション

・１グループ目の振り返り

・２グループ目のシミュレーション

・２グループ目の振り返り
	・対応の概要をプロジェクターで投影する。
・救命が必要な時の緊迫した様子を知る。
・意識がない、普段通りの呼吸がない時には一刻も早く適切な対応をしなければならないという強い意志をもたせる。
・緊迫感のあるシミュレーションを行う。
・１グループ１４人とする。
・１人は傷病者（倒れている人）、１人は第一対応者（発見者）、１２人は各対応を行う者。
◎緊迫感のある行動を起こし、適切な対応をしている。

	ま
と
め
	○AED財団の医師による講評（２～３分）
○地域ではどこにAEDが設置されているのかを知り、地域の一員としての意識をもつ。
○学んだことのまとめ
　・ワークシートに記入する。


	・ワークシートには、「主体的に取り組めたか」、「仲間と協働して取り組めたか」、「事故発生時に積極的に安全を守ろうという意識をもって行動が起こせるか」という３つの観点について振り返らせる。
◎３観点についての振り返りにより、主体的に安全を守ろうとする意思を表明している。（ワークシート）


（３）期待する生徒の反応

「倒れている人を見かけたときは、ためらわずその人の近くへ行き、周囲に助けを呼び、命を救う行動を起こしたい。」
参考資料

日本学校保健会

小学校高学年向けAED指導教材「命をつなぐバトン　わたしが最初の救急隊」　https://www.gakkohoken.jp/aed
第１学年　総合的な学習の時間　【生活安全】　　　　　　　　　　場所　１年Ａ組教室　　


一次救命処置「倒れている人を見たら」　


　　　　　　　　　　　指導者　主任教諭　新井　涼子・主任養護教諭　渡邊　利枝　














倒れている人を見たら、すぐに助けを呼ぶとともに、


AEDの使用を含む心肺蘇生を行い、救急隊へ引き継げるようになろう











